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論文内容の要旨
新しいアイデイアによる電流密度可変型の多重層ソレノイドの理論および実験研究を行うことによ
って、メガガウスの強磁場を生成させることに成功した。通常の方法では、コイル内に発生するマッ
クスウェル応力のために、約700KOeまででコイルは破壊してしまう。この新しい強磁場を用いて、こ
れまで不可能であったサブミリ波のESRを行った。研究の中心をCuCI 2 • 2H 2 0 のdissimilar spin 
聞の交換相互作用の決定に置き、その値J' が0.65cm- t であることをはじめて明かにした。その他、常
磁性、強磁性、反強磁性共鳴吸収一般についての研究を行った。
論文の審査結果の要旨
強磁場を作るという事はその強さが、 50万ガウス程度であればこれまでのパルス的技術で生成可能
であるが、それ以上では大電流による電磁力、およびそれにともなうジュール熱のためにコイルの破
壊を引起し、かなりむつかしい問題とされて来た。
関昭雄君はこれに対し、新らしい多重コイル理論を完成し、原理的には無限大の強度をもっ磁場の
生成が可能なこと、そして現実問題としては従来からの壁であったメガガウス磁場をコイルの破壊な
しに作る見通しを示した。
この考えにもとづき、彼はテストコイルとして内径わづかに 2mmで、はあるが最高1. 07メガガウスの
磁場を作ることに成功した。
また関君はこの磁場を用いてサブミリ波のESRというまだ世界でも手がけられていない分野の研究
を行った。その結果、 Cu Cl 2 ・ 2 H 2 0 という反強磁性体として有名な物質においてその異種スピン間
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交換相互作用を決定することに成功した。
このような新らしい物理的手段の開発、およびその応用についての本論文は、理学博士の学位論文
として十分な価値が認められる。
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